
生理研究部門

日片文夫･林 基治･野崎民定･
安倍 博･柄水庄子t)

研究概要

I) 血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

i)バッチクランプ法による平滑筋細胞膜の

単一イオンチャンネル電流の熱力学的解

析

ii)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作

用

2) 霊長類脳内神経活性物質

-その分布特性と個体発達一

杯 基治 ･山下晶子2)･治水庄子

i)マカクサル中枢神経系における神経栄茸

因子の迫伝子発現に関する研究の一環と

して,BDNFに対するcDNAを調製した｡

現在マカタサル中枢神経系のBDNFmR

NA畳を走塁している.

ii)マカクサル大脳皮質におけるγアミノ酪

酸 (GABA)の発達を,免疫組織化学法

を用いて調べた｡GABA陽性細胞は胎

生80日より成熟期まで順次増加した｡ま

た,視覚野の方が前頭前野より発達が早

い傾向がみられた｡

3) ニホンザルゐ季節繁殖と甲状腺ホルモン

野崎真澄

霊長類の季節繁殖に甲状腺ホルモンがどのよう

に関与しているかを知るため,メスニホンザルの

甲状腺を摘除し,血中生殖関連ホルモン動態の変

化を調べた｡結果は,現在解析中である｡

4)授乳ニホンザルの性行動と性腺機能

光永栓子3)･野崎真澄 ･清水慶子

乳児を保育中のニホンザルは次の繁殖期には妊

娠しないことが多く,隔年出産の傾向が強い｡そ

こで,繁殖期に過3回短時間オスと同居させる方

法で,授乳メスの性腺機能と交尾頻度の関係を調

べた｡結果は,授乳メスでは性腺機能も性行動も

ともに強く抑制されていることが分かった｡

5) 霊長矧 こおけるサーカディアンT)ズム調節

機構 (体内時計)についての研究

安倍 博

霊長矧 こおけるサーカディアンI)ズム (概日リ

ズム)について,その生理的行動的指標における

特性,環境同調因子.および脳におけるサーカディ

アン振動体機構 (いわゆる体内時計)について,

リズム発現に関わる部位,リズムの明暗サイクル

への同調のメカニズム.それらに関わる神経伝達

物質の同定などについて調べていく｡

6) 分娩発来機械に関すろ研究

清水慶子

妊娠末期のマカカ属サルにおけるプロスタグラ

ンディンの子宮収縮および頚管熱化作用について,

電気生理学的,組織学的.内分泌学的に検討 した.

7) 大型類人猿の尿中ホルモン測定法の開発

清水慶子 ･野崎涙泣 ･光永総子

尿を用い,非侵朝的かつ簡便に大型類人猿の排

卵予知,妊娠判定を行う方法について検討してい

る｡
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中村 仲 ･浅岡一雄

研究概要

1) DNA多型解析による霊長類の父子判定

井上美穂l)･川本咲江2)･

高崎浩幸3)･竹中 修

ミニサテライトと称されるDNA上の超可変領

域の解析によりニホンザル,パタスモンキーの父

子判定を行ってきた｡ミニサテライ トは縦列反復

配列の単位が十数から数十の塩基配列であるが,

最近その単位がグアニン (G)とチミン (T)で

ある例も変異性が高いとの報告が多い｡この場合

反復配列のサイズが小さいのでDNA合成酵素連

鎖反応 (PCR)法によりそのようなDNA領域を

増幅することができる｡そこでチンパ ンジーDN

AからGT反復配列を持っ領域をクローニングし

塩基配列を決定し,PCRプライマーのオリゴ不ク

レオチドを化学的に合成した｡この方法によれば

糞の表面の腸管細胞や払維質食物のシガミカスを

試料とする事が可能である｡この方法で三和化学

やポッソーのチンパンジーグループで父子判定を

行っている｡

ニホンザルでも死亡個休で過去に採血した小量

の血液試料や皮革標本しか残っていない場合もあ

るので,上記GTジヌクレオチドリピートのクロー

ニングを行った｡プライマーの多くがマカク,ヒ

ヒ,ミドリザル,バタスモンキーに応用可能であ

ることが解った｡

2) マカカ屈のグロビン遺伝子

竹中晃子4)･竹中 修

塩基配列を判定したカニクイザルのαグロビン

遺伝子領域 9kbについて ドットマ トリックス法

等のソフトウエアによる遺伝子解析でカニクイザ

ルとヒトの間で多数のDNA領域が挿入,欠失等

ダイナミックに変化していることが明らかになっ

た｡またmRNAのノーザンハイブリッド分析に

より,カニクイザルで発見されたプロセスト迫伝

子の元の活性な退伝子は脳,肝臓,腎臓等の器管

で発現していることを明らかにした｡発現ベクター

1)大学院生

2)技術補佐L1

3)研修員.現岡山理科大

4)研鱈員.現名古屋文理短大
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